
中山大学 

アジア共同体の理論と実践 

実施期間：2013年 9月~12月 

 

 

第 1回  国際関係学視野下の東アジア共同体研究 

（9月 27日） 王 新生（中山大学） 

 

第 2回  中日韓三カ国の関係と東アジア共同体 

（10月 4日） 魏 志江（中山大学） 

 

第 3回  周辺から見る中国―新しい研究の視野 

（10月 18日） 孫 卫国（南開大学） 

 

第 4回  “アジア論術”の再構築と解構 

（10月 25日） 金 俊（浙江工商大学） 

 

第 5回  東アジア共同体のビジョンと実践 

（11月 1日） 谷垣 真理子（東京大学） 

 

第 6回  米国の再バランスの戦略とアジア太平洋地域の雰囲気 

（11月 6日） 楚 樹竜（清華大学） 

 

第 7回  韓中関係と北東アジアの国際区域と提携する 

（11月 8日） 李 奎泰（関東大学） 

 

第 8回  アジア通貨協力とアジア共同体の構築 

（11月 15日） 張 志文（中山大学） 

 

第 9回  東南アジア諸国連合(ASEAN)とアジア共同体の構築 

（11月 29日） 王 子昌（曁南大学） 

 

第 10回  北朝鮮の経済開発戦略と東アジア経済協力 

（12月 6日） 張 東明（遼寧大学） 

 

第 11回  安全を共有して、新しい安全研究する中国の視野 

（12月 7日） 余 瀟楓（浙江大学） 

 

第 12回  オーストラリアの外交政策と中国 — 新しい時代へ向かって 

（12月 9日） アンドルー・オニール（グリフィス大学) 

 

第 13回  インドおよび中国 —世界再編成過程の始まり 

（12月 19日） マノラニアン・モハンティ（デリー大学) 

 

第 14回  北東アジア安保環境と中米新型大国関係の構築 

（12月 20日） 仇 華飛（同済大学） 

 

第 15回  いま何故アジア共同体なのか ― 必要性と意義 

（12月 27日） 鄭 俊坤（ワンアジア財団） 

 

※講義日程および内容は講師の都合等により変更になることがあります。 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E4%BD%99%20%E7%80%9F%E6%A5%93&search-alias=books-jp&sort=relevancerank

